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                        令和６年１２月 

                        七ヶ浜町教育委員会 



令和 6 年度教育に関する事務の管理 

及び執行状況の点検・評価 報告書 
【対象:令和５年度実施事務及び事業等】 

 
 
 1．趣  旨 

   （１） 七ヶ浜町教育委員会は、毎年策定する教育基本方針に基づく具体的

な施策や重点事業等の実施状況について点検及び評価を行い、課題や

今後の改善方策を明らかにするとともに効率的かつ効果的な教育行

政の推進を図る。 

（２） 点検及び評価の結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出す

るとともに公表することにより、町民に対する説明責任を果たし町民

に信頼される教育行政を推進する。 
  

2．実施方法 

   （１） 毎年策定する教育基本方針に基づく、具体的な施策や重点事業等 

      を対象として、点検及び評価を実施する。 

   （２） 点検及び評価については、前年度の施策及び事業の総括を行うとと

もに、課題や改善策等を明確化する。 

   （３） 点検及び評価については、毎年１回実施する。 

   （４） 点検及び評価については、学識経験者の意見を聴取したうえで教育

委員会がまとめる。 

   （５） 教育委員会は、点検及び評価に関する報告書を作成し、町議会に提

出するとともに町民に公表する。 
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１．教育委員会議等について 

 

令和５年度は、新型コロナウイルス感染症が令和５年５月８日より５類に移行し

たとはいえ、感染予防を徹底しながら毎月の定例会議１２回を開催しました。 

町教育委員の活動方針として、平成１９年度より「動く教育委員」、「説明責任の

できる教育委員」を掲げており、定例の教育委員会議の日に教育委員が学校を訪問

し、校長より「特色ある学校経営方針及び事業計画」、「教職員の勤務状況」、「七ヶ

浜・グローカル PROJECT」等の取組について説明を受け、意見交換を行いました。

令和５年度訪問時には、授業視察や懇談を行い児童・生徒及び教師を通して各学校

における問題や課題を把握し、午後から教育委員会議を開催しました。 

児童・生徒の取り巻く施設環境・不登校問題など細かな現状の把握に努めました。 

また、定例教育委員会開催時には、その時期の話題や課題をテーマとして、意見

交換等の研修を行い、教育委員会活動の活性化を図りました。 

教育委員については、鈴木博委員の退任に伴い岩本寿美子委員が令和５年七ヶ浜

町議会定例会９月会議の人事案件で同意を得て選任されました。岩本寿美子委員の

任期は、令和５年１０月１日から令和７年９月３０日までとなっています。 

 

＜学校給食について＞  

学校給食センターは、東日本大震災で被災し現在の場所に再建を行い平成２６年

４月より給食の供用を開始しております。センター内は、衛生面に配慮したドライ

システムを採用し、鉄骨造り２階建て、延床面積１,２２８㎡、調理能力２,２００

食を可能としております。また、厨房施設は環境に配慮し、給湯機器をはじめ調理

機器類の全てに電化式を配した安全な施設となっております。 
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給食の内容は、主食に米飯（月、水、金曜日）とパン（火、木曜日）を配食し、

行事食（端午の節句、七夕、冬至など）、県内の郷土食（すきこんぶの煮物、温麺

汁、はっと汁など）、地場産物の活用（米、味付けのり、かにだし、のりだれ）、各

学校からのリクエスト献立の実施など特色ある学校給食の提供に努めました。 

給食費については、１食あたり小学生から２７５円、中学生からは３３０円の食

材費を負担していただきました。また、給食費食材高騰対応事業として国からの交

付金を活用し４月から１月まで１食あたり４０円、２月から３月まで１食あたり６

０円の補助を実施し子育て世帯の負担軽減を図りました。 

給食の実施回数は、学校給食センター管理運営規則で年間、小学校が１７０日以

上、中学校が１６０日以上となっています。令和４年度の提供回数は、亦楽小１９

０回、松ヶ浜小１８９回、汐見小１８８回となり、中学校については、七ヶ浜中１

８０回、向洋中１７４回を実施しましたが、５月に給湯・給水設備機器の故障によ

り給食の提供ができない期間（９日間）が生じたことから、適切な設備機器の維持

管理を行い、安定した給食提供に努めていきます。 

栄養教諭による食に関する指導として、授業時間における指導については、「き

ゅうしょくのひみつをしろう」「野菜のはたらきについて知ろう」など小学校各学

年に応じた授業を年４５回実施しました。また、給食時間における指導については、

小学生が「ごはん（米）をしっかり食べよう」「宮城県、七ヶ浜町の地場産物、郷

土料理について」など、中学生が「給食の残食、食品ロスについて」など、年３８

回実施しました。 

今後さらに、児童・生徒の日常生活における食事の正しい理解、健全な食生活を

営む習慣が養われるよう学校給食を通じて「食」の重要性、必要性を啓発してまい

りたいと考えております。 
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２．学校教育について 

 

＜学校運営の概要について＞ 

平成２９年度より本格実施となった「七ヶ浜・グローカル PROJECT」の推進と充

実を図るため、令和５年度も学力向上と不登校対応、更には英語を通したコミュニ

ケーション力の育成を重点にした教育の推進を掲げており、教職員の資質・能力の

向上にむけて、使命感をもち、責任をもった指導のできる教師を育成するため、教

育長自ら授業参観を実施し、具体的な指摘をしております。 

学力向上においては、学び方の習得を掲げ国語科，算数科，数学科，英語科の基

礎的・基本的内容の定着、確かな手ごたえを感じ数値として見える学力の推進に取

り組みました。 

英語を通したコミュニケーション力の育成については、明るく楽しく面白く英語

嫌いを出さないための工夫や、授業の精度をあげるため児童生徒の学年レベルにあ

わせた授業改善に加え、中学校では英語運用能力の育成に取り組みました。 

不登校対応は、平成２６年度より学校教育支援センターを開所し、不登校・いじ

め問題等へのチーム対応を掲げ、各学校と連携を図りながら不登校児童生徒が学校

生活に復帰できるよう、令和５年度も継続して支援しております。 

教職員用パソコン更新及び校務支援システムのクラウド化を行い教職員の働き

方改革の推進を図った。 

 

＜児童生徒数の動向について＞ 

児童生徒数では、令和５年５月１日現在で、小学校の児童数が７６９人で、前年

度と比較し１１人の減少であり、中学生の生徒数が４５８人で、前年度と比較し９
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人の減少となり、小中合わせて２０人の減少となりました。 

この減少数の原因は、自然減によることが大きな要因と思われます。 

 

＜「七ヶ浜・グローカル PROJECT」事業の展開と推進＞ 

平成２８年度より「七ヶ浜・グローカル PROJECT」」～世界を見据えて地域に根差

す～ に取り組んでいます。 

この事業は、①学び方の習得 ②不登校・いじめ問題等へのチーム対応 ③英語

を通したコミュニケーション力の育成 ④地域学習の充実 ⑤地域に開かれた学

校 の５つの重点施策を掲げ、次世代を担う児童生徒の育成に力を入れるものです。 

「学び方の習得」は、基礎的な知識や技術を習得しながら、社会を生き抜くため

の「考える力」の学力を育成するものです。「本時目標の明確化」「考える場の設定

と展開」「振り返りの展開」の３観点を重点として取組んでいます。研究授業にお

いても３観点について厳しい目線で課題を見出し、その改善方法について意見交換

を行ない、お互いを磨きあう検討会となるように取り組んでおります。 

また、授業改善シートの活用により授業の成果と課題について理解を深めながら、

指導力の向上に取り組んでおります。また、ICT の利活用につきましては、各校で

月一回の発表会を行なうことにより、活用方法の周知と啓蒙を図ってまいります。 

令和４年度から確かな手ごたえを感じ、数値として見える学力の推進に加え、今

年度からは、国語科，算数科，数学科，英語科の基礎的・基本的内容の定着に取り

組みます。 

「不登校・いじめ問題等へのチーム対応」は、学校が主となり学習支援センター

やスクールソーシャルワーカーと連携し、学習と基本的生活習慣を中心に指導をし

ていき、家庭との連携を図りながら、児童生徒の再登校に向けた対応を行うもので
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す。いずれのケースにおいても各学校は、不登校問題対策委員会を中心に組織的に

取り組んでおります。 

 「英語を通したコミュニケーション力の育成」は、七ヶ浜町グローバル人材育成

プログラムの一環として、子どもたちの英語教育に取り組んでおります。 

 文部科学省より教育課程特例校の指定をうけた小学校では、学年や成長に合わせ

て全クラスにおいて週１回、ALT を T1 とした担任教師との TT による授業を行い、

児童のコミュニケーション力の育成を実践しております。また、中学校における七

ヶ浜５ラウンドシステムの充実と英語運用能力の育成に向けて努めてまいります。 

これまでの英語コミュニケーション活動の日常化の推進を重点事業として行っ

てきた「話す」、「聞く」活動の積み上げに加え、「書く」、「読む」活動の量を増や

すことで、児童が技能を高めようとする意欲向上に取り組みました。 

また、英語検定料補助につきましては小中学校全体での実施は３年目となり、小

学生５６名、中学生６６名に対して補助金を支給いたしました。 

「地域学習の充実」は、主に総合的な学習の時間を利用し、七ヶ浜の良さや特色、

課題について学習を深め、郷土愛を育成するものです。地域学校協働本部が主体と

なり、コロナ禍におきましても感染症対策の徹底や ICT 教育の活用を図りながら地

域学習を深化させる取り組みを継続してまいります。 

「地域に開かれた学校」では、新型コロナウイルス感染予防の観点から令和 2年

度から 3 年連続開催中止しておりました小学校地区民合同大運動会を新型コロナ

ウイルス感染症が令和５年５月８日より５類に移行したことにより感染予防を徹

底し、４年ぶりに開催しました。 
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＜児童・生徒及び教職員の事故防止と安全確保＞ 

各学校では防災主幹・防災主任を配置し、緊急時の教員の動員体制等速やかに対

応できるように防災マニュアルの見直しや防災用品等の内容及び配置場所の確認

を行い児童生徒の安全確保に努めております。 

 

＜学校教育支援センターの充実と学校との連携活動＞ 

平成２６年度に学校を長期にわたり欠席している児童・生徒等が安心できる居場

所づくりをしながら、集団生活への適応、情緒の安定、基礎学力の補充、基本的生

活習慣の改善のための相談・適応指導学習指導等を行い、学校復帰を支援し、不登

校児童・生徒の社会的自立に資することを目的として「七ヶ浜町学校教育支援セン

ター」（以下「教育支援センター」という。）を設置いたしました。 

令和５年度においても、これまで同様、生涯学習センター内に毎週火曜日から金

曜日の午前９時から午後３時まで開所し、不登校児童・生徒などの教育相談や学習

支援などを行いました。 

令和５年度においては、５１名の児童生徒に対し延べ４２６回の支援を実施し、

不登校や不登校傾向から登校へと改善された児童生徒数は６名となっております。 

さらに、通所者の高校進学や他と関わりを持つことができなかった生徒の人間関

係の構築、生活習慣の改善、相談件数の増加など成果をあげることができました。

教育支援センター、学校、スクールソーシャルワーカー、保護者、児童生徒との連

携が図られ、適切な取り組みが出来たことによるものと考えております。 

引き続き、不登校児童生徒の対応や登校渋りの傾向のある児童生徒の早期対応、

各学校へ出向いての支援などに取り組んでまいります。加えて、自宅から出ること

もできない児童生徒への対応等、難しい課題にも取り組んでまいります。 
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また、心理的に不安を抱えている保護者が少なからずおりますので、教育支援セ

ンターを積極的に利用してもらい、学校と教育支援センターが協力し保護者を支え、

スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーなどと連携し、相談や自立に

向けての支援をしていきたいと考えております。 

 

＜小中学校施設工事及び教育用コンピュータ整備等＞ 

工事関連事業の主なものは、亦楽小学校フェンス改修工事・松ヶ浜小学校渡り

廊下改修工事・向洋中学校図書室改修工事、その他七ヶ浜中学校屋内運動場玄関

屋上防水改修工事など行いました。 

また、本格的なＩＣＴ教育を推進するために、児童生徒へのＩＣＴを活用した

学習環境に取り組んでいきます。  
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３．生涯学習について 

 

生涯学習につきましては、「七ヶ浜町長期総合計画」の「うみ－自然との調和」

「ひと－人間らしく生きる」「まち－快適で住みやすい」をキーワードに「自然と

の調和により、人間らしく生き、快適で住みやすいまちづくり」を基本理念とし、

教育分野以外の各種計画と連携を図りながら推進して参りました。 

生涯学習の推進につきましては、生涯学習センター（中央公民館、図書センター、

老人福祉センター）を拠点として、生涯学習機会の充実、生涯スポーツの振興及び

生涯学習施設の有効活用などの諸施策により各種事業を展開いたしました。 

本町の生涯学習の拠点施設である生涯学習センターは、団体やサークルが文化活

動や生涯学習活動を活発に行っていただく活動場所として、快適にご利用いただけ

るよう、普段から施設の点検を行うなどの適切な施設管理に努めており、多くの

方々にご利用いただいております。 

なお、事業執行に際しましては、社会教育委員会議を開催し、社会教育・社会体

育のみならず本町の生涯学習の推進充実に対してのご提言、ご助言をいただいてお

ります。 

 

＜社 会 教 育 事 業＞ 

家庭教育・青少年教育におきましては、育児ゆうゆう広場やジュニアリーダー初

級研修会などの事業を、講師やボランティアの方々の協力を得ながら実施すること

ができました。 

地域間交流事業は、本町で海のつどい、山形県朝日町で山のつどいを開催し、相

互の小学生が延べ１５９人の方が参加しました。海のつどいは、県水産総合技術セ

ンター見学及びダーツ大会を行い、本町ならではの地域資源の活用を図りながら児
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童、保護者、教員間の交流を深めることができました。 

図書センターにおきましては、図書の貸出総冊数２２，１７９冊、貸出人数は延

べ７，３６４人となっております。また事業といたしまして、各種読み聞かせ事業

を実施、読書活動の啓発を行いました。 

「地域学校協働活動推進事業」にも積極的に取り組みました。この事業は、家庭・

地域・学校が協働して子供を育てる仕組みづくりを行い、地域の教育力の向上や活

性化、地域全体で子供を育てる環境作りを図るものです。令和５年度におきまして

は、学校支援活動において町内３小学校での登下校時の見守り、絵本や英語の本の

読み聞かせ活動や田植え、稲刈り、調理実習の授業時の補助等を行い、また学校教

育現場に限らず、各種社会教育事業において支援が図られました。 

震災の記憶の伝承を目的とした「震災伝承事業」におきましては、歴史資料館を

会場に東日本大震災の文化財への被害や復興事業における取り組みを紹介した展

示見学会「発掘調査で分かった七ヶ浜の歴史」、震災当時の状況などを伝えるパネ

ル展示や震災復興関連のワークショップ等を企画した「七ヶ浜町震災の記憶展」の

２事業を実施いたしました。今後も震災当時の記憶を風化させることなく、心の復

興を目指した事業づくりに取り組んでまいります。 

今後も各種学習機会を提供することにより生涯学習活動の普及を図り、参加者に

充実感、満足度を高めていただけるような工夫と、効率的な運営が図れるよう、事

業を執行していきます。 

 

＜社 会 体 育 事 業＞ 

社会体育事業については、各種スポーツイベントの開催、スポーツ推進委員によ

るスポーツ指導等を実施しております。 

また、七ヶ浜健康スポーツセンター「アクアリーナ」を株式会社グラン・スポー
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ルに、スポーツ施設を特定非営利活動法人アクアゆめクラブに、それぞれ指定管理

者として指定し施設の管理・運営をしております。指定管理者とは月一度の定例連

絡会議を開催し、施設の利用・経理・営繕等の状況に関する統計資料の提出と聞き

取りを行い、必要に応じて指導・助言を与える機会を設けながら施設運営にあたっ

ております。 

施設利用者数に関しては、アクアリーナの利用者は５９，４５４人、スポーツ施

設の利用者は１１３，３３７人でした。 

次に、地域横断型スポーツイベントの充実については、「第６９回地区対抗野球

大会」は１８８人、「第２９回みやぎ国際トライアスロン仙台ベイ七ヶ浜大会」は

４０８人、「第３８回町民綱引き大会」は３２４人の参加がございましたが、「第１

７回スポーツフェスタ in 七ヶ浜 ～七ヶ浜を歩こう～」につきましては荒天のた

め中止することとなりました。 

最後に、生涯スポーツプログラムの提供については、地域の各種団体等にニュー

スポーツの普及を図る目的でスポーツ推進委員の派遣を行う「生涯学習出前セミナ

ー」を、5 回実施いたしました。また、総合型地域スポーツクラブ「アクアゆめク

ラブ」による各種スポーツ教室や、アクアリーナ指定管理者のグラン・スポールよ

るレッスンプログラムの開催などにより、町民の健康づくりが図られております。 

これからも町民が主体的に参加できるようなスポーツプログラムや、コミュニテ

ィづくりに向けた大会・イベントなどを企画し、生涯スポーツの推進を図っていき

たいと考えています。 

 

＜公 民 館 事 業＞ 

趣味・教養講座におきましては、２４講座、１４８回開催し、受講者２７２人、

延べ１，２５０人の方に受講していただき、個人の趣味・教養を高める場として好
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評を得ております。 

学習活動への支援として実施した「生涯学習まちづくり出前セミナー」には、「認

知症について」、「ニュースポーツ」など２３件の申込みがあり、延べ９６０人の方

に利用していただきました。 

「生涯学習グループ活動支援事業」では、４４団体、４１６人の登録がございま

した。登録者数については昨年度より１５人の減少、団体数は１団体の増加となり

ました。 

２月に開催した生涯学習フェスティバルでは、２日間で８５３人の来場者があり、

日頃の活動の成果の発表の場として、参加者の皆様には各種作品の展示や華やかな

舞台発表に積極的にご参加いただきました。 

新型コロナウイルス感染症による自粛解除から時間が経過し、以前のように多く

の方々が来館され、楽しく、賑やかに活動を行っている状況です。 

その他、花と緑のまちづくり事業として、春と秋に合計で４１，３６６本の花壇

用苗を全地区に配布、地域の環境美化推進を図りました。 

 

＜歴史資料館事業＞ 

歴史資料館を拠点に、大木囲貝塚をはじめとする地域の歴史や文化について学び、

体験する機会の提供と、文化財保護及び継承の意識向上を図るための事業を実施い

たしました。歴史資料館の入館者数は３，３１２人で前年度より２９３人の増加と

なりました。 

春の恒例行事「大木囲貝塚桜紀行」は貝塚内の公開と「貝塚の桜展（写真パネル

展）」、「貝塚と桜の見学会」、「縄文と桜のワークショップ」の関連事業を行い、期

間中は多数の見学者が来場しました。 

令和４年度から実施した「大木囲貝塚ネイチャースクール」は、新たに秋の植物
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観察と小学生対象の木の実リース作りを加えた全３回講座に拡充し、延べ４１人が

参加しました。 

夏休み期間には、小学生を対象とした「だいぎ歴史体験教室」を２回開催し、縄

文時代の実物資料に触れたり、石を使ったアクセサリー作りや樹皮を使ったかご作

りを行う講座に延べ２９人の参加がありました。 

「大人のための歴史講座」では、県内の遺跡や博物館を見学するバスツアー等を

計２回開催し延べ２３人が参加しました。 

近隣自治体や施設との連携事業のうち、「松島湾三町文化財展」は７年目の開催

となりました。七ヶ浜町・松島町・利府町が所蔵する歴史資料や文化財について各

会場で展示・紹介するもので、七ヶ浜会場（７月１日～９月３日）では松島町と利

府町の資料を展示し、近隣自治体の歴史や文化財を紹介しました。また、仙台市縄

文の森広場との交流事業、二市三町の連携事業「親子縄文土器作り教室」も開催し

ました。 

今後も文化財の保護と活用の啓発を図るため、資料館所蔵資料や地域の文化財を

積極的に活用した事業を展開してまいります。 

 

＜老人福祉センター＞（町長部局の補助執行） 

老人福祉センターは高齢者のコミュニティ促進や各種講座等を実施しました。年

間の利用者数は１，８０３人、前年度より３２１人の減少となりました。 

教養講座の「浜風倶楽部」「健康倶楽部」については、合わせて２１回開催、延

べ２８６人の方が参加しました。 

今後も高齢者の交流の場として、また、充実した時間を過ごす生きがいづくりの場

として、利用者のニーズにあった事業の展開を図っていきたいと考えています。 
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意    見    書 

はじめに、 

  
 新型コロナウイルス感染症が令和５年５月８日より５類に移行したとはいえ、引き続き

感染予防対策を行い、児童、生徒の健康管理など学ぶための環境つくりに苦慮した１年で

はなかったでしょうか。これもひとえに関係各位のご尽力の賜物と、心から敬意を表しま

す。 
 
１．教育委員会議等について 

  
 七ヶ浜町教育委員会の伝統的活動を保ちながら、｢動く教育委員会｣｢説明責任のできる

教育委員会｣として､定例会時にできるだけ所管する学校を訪問し、授業視察や学校長との

意見交換を活発にされていることは好ましく有意義なことと感じています。 

定例教育委員会開催時に行っている、その時期の話題や課題をテーマとした、意見交換

等の研修の実施は、他の自治体にはない教育委員会活動の活性化や各教育委員の資質向上

の方策として良い取り組みだと思います。 

また、令和５年５月８日より新型コロナウイルス感染症が５類に移行したとはいえ、未

だに終息の見えない新型コロナウイルスに対する児童、生徒への感染予防対策にも配慮し

つつ、毎月の定例会議を各学校等主会場として開催し、同時に町を挙げて推進しておりま

す「七ヶ浜・グローカルＰＲＯＪＥＣＴ」を中心とした学校側との積極的な意見交換等や

授業や施設の視察を効率的に実施しており、学校の現状を把握し連携を図ろうとする努力

が伺えます。 

今後も、町当局側との相互連携及び共通理解と、なお一層の連携強化等を図り、常に児

童生徒に寄り添う、教育委員会の取り組みを高く評価し、さらなるご活躍を期待します。 
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＜学校給食について＞ 

 成長期にある児童生徒の心身の発達のため、バランスのとれた栄養のある給食の提供

することは重要なことです。日々の給食に行事食や、郷土食、学校からのリクエスト献立

などを取り入れることによって、児童生徒がより楽しく給食を食することができ良い取り

組みだと思います。 

また、学校給食を通して「食」の必要性と重要性を理解してもらうため、栄養教諭が、授

業時間における指導を４５回・給食時間における指導年３８回行っていることは、大変意

義のある取り組みだと考えます。食に対する考えが年々多様化し、給食に対する要求も高

くなっていく中、食を通しての更なる指導や給食の充実を図り、今後とも児童生徒の成長

と、命をつなぐ食の大切さのなお一層の啓発をお願いします。 

 

２．学校教育について 

＜学校運営の概要について＞ 

 平成２９年度から本格稼働している、「七ヶ浜・グローカルＰＲＯＪＥＣＴ」事業は、積

極的な試行改善により着実に効果をあげており、平成２６年度から開設している学校教育

支援センターの活動は、令和５年度も継続され、不登校児童生徒に対する取り組みは、こ

れらの減少に大きくつながり着実に成果を上げていると思います。 

教育長が自ら授業参観を実施して先生方に具体的な指摘をしていることを今後も続け

ていただきたいと思います。 

学力向上や不登校対策等を重点とした町当局の取り組みを高く評価し、更なる対応に期

待いたします。 
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＜児童生徒数の動向について＞ 

 小学生１１名、中学生９名あわせて２０名の児童生徒の減がありますが、自然減による

ものが大きな要因との町当局の分析ですが、今後の動向を注視しながら学校運営をお願い

いたします。 

そろそろ、町内の将来の児童・生徒数の減少動向を見据え、学校再編等、具体的な少子

化対策の検討の時期に来ていると思われます。 

 

＜七ヶ浜・グローカルＰＲＯＪＥＣＴ事業の推進＞ 

平成２８年度より取り組んでいる「七ヶ浜・グローカルＰＲＯＪＥＣＴ」は、引き続き 

①学び方の習得 ②不登校・いじめ問題等へのチーム対応 ③英語を通したコミュニケー

ション力の育成 ④地域学習の充実 ⑤地域に開かれた学校 の５つの重点施策を掲げ、

前年度より全体的にレベルアップした取り組みを実践していることが伺えます。 

『学び方の習得』においては、学力向上事後検討会シートを用い事後検討会の質の向上

を積極的に図っており、今後の学力の向上に期待したいと思います。 

『不登校・いじめ問題等へのチーム対応』においては、学校教育支援センターを中心に、

引き続き成果を上げているようであり、全国的に不登校が増加する中、学校等と連携した

取り組みを展開していることを評価いたします。 

『英語を通したコミュニケーション力の育成』においては、ＡＬＴをＴ１とするなどの

独自の事業展開が定着していることが伺えます。今年度については、これまでの「話す」、

「聞く」といった英語の日常化への重点的取り組みに加え、技能を高めようとする意欲向

上を目的に「書く」、「読む」といった活動を積極的に行っており、さらなる発展を期待い

たします。 

『地域学習の充実』においては、町制施行 65 周年を機会にした郷土愛の育成等実施し
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たとありましたが、震災後コミュニティの再生に取り組んできた経緯もあり有意義な取り

組みと評価します。今後もなお一層の取り組みをお願いいたします。 

『地域に開かれた学校』においては、「小学校・地区民合同大運動会」が新型コロナウイ

ルス感染症5類に移行し、４年ぶりに開催され、地域住民と各校の特色を生かした取り組

みは評価いたします。今後におきましても各学校等と共に工夫を重ね、より充実した運動

会に発展していくことを希望いたします。 

 

 ＜児童・生徒及び教職員の事故防止と安全確保＞ 

災害について、東日本大震災を経験したことがない児童生徒が大半です。 

令和に入り２年連続で福島県沖を震源とする大きな地震の経験し、また今年８月には南

海トラフ地震臨時樹生報が初めて発表されるなど、防災意識はこれまでより高まっている

ことを踏まえ、児童生徒の安全のため、防災安全教育の推進を図っていくことは非常に重

要です。 

各学校に防災主幹又は防災主任を配置しており、緊急時の教職員の動員体制等、緊急時

に速やかに対応できるように防災マニュアルの見直しや、防災用品等の配置場所の確認も

行っており、評価するものであります。 

 

＜学校教育支援センターの充実と学校との連携活動＞ 

 不登校対策につきましては学校が主体となり取り組みつつも、今年度において不登校児

童・生徒５１名中６名が登校できるよう導けていることは、七ヶ浜町学校教育支援センタ

ーを中心とした連携が図られた結果として評価いたします。 

引き続き不登校児童生徒を減らしていくために、学校教育支援センター、スクールソー

シャルワーカー、学校、保護者、児童生徒などがより連携を図り、不登校児童生徒や不登
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校傾向の児童生徒への早期対応、親を支える体制づくり、ネットワークづくりの支援、心

理的不安を抱えている保護者の相談や自立に対し、今後も継続した支援をお願いいたしま

す。 

増加傾向にある不登校児童生徒、個別の配慮が必要となる家庭等の難しい課題にも取り

組んでほしいと思います。 

 

３. 生涯学習について  

＜社会教育事業＞ 

地域間交流事業で本町では海のつどい、山形県朝日町では山のつどいを開催し、児童・

保護者・教員・職員同士の交流を図ることは、大変意義のある事ですので、今後も是非継

続していただければと思います。 

地域学校協働活動推進事業につきましては学校教育現場に限らず、各種社会教育事業に

おいて支援が図られていることなど、今後さらなる展開が期待されますので、引き続き事

業の充実を図るようお願いいたします。 

図書センター事業についても読み聞かせ関係の事業も充実してきており、図書の普及活

動や読み聞かせなど地元に根ざした図書事業の展開に今後も期待したいと思います。 

震災の記憶の伝承を目的とした震災伝承事業につきましては、東日本大震災から時間が

経過し記憶の風化が叫ばれていますので、今後も震災から学んだ教訓を次世代に伝えてい

ける事業づくりをお願いいたします。 

これからも利用者の要望に耳を傾けつつ要望を把握しながら、可能な範囲で学習の機会

と事業を提供し、住民の満足度を高める生涯学習の普及をしていただきたくお願いいたし

ます。 
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＜社会体育事業＞ 

地域横断型スポーツイベントについては、地区対抗野球大会、みやぎ国際トライアスロ

ン仙台ベイ七ヶ浜大会、綱引き大会が開催された他、スポーツ推進委員を中心とした各種

生涯スポーツ指導がおこなわれるなど、今後も活発な事業への取り組みが期待されます。 

また、指定管理者である株式会社グラン・スポールと特定非営利活動法人アクアゆめク

ラブとの連携や指導・助言などを今後ともより一層高めていただき、利用者増加と満足度

の充実を図っていただければと思います。 

また、地域の少子化などの影響により、年々各種大会・イベントなどの開催も大変かと

思いますが、地域の現状を把握しつつ、工夫を図りながら大会などの運営を今後も行って

いただければと思います。 

 

＜公民館事業＞ 

学習事業等では、成人対象の各種講座教室については、個人の趣味・教養を高める場と

して好評を得ていることを評価いたします。 

学習活動への支援として、「生涯学習まちづくり出前セミナー」は町、企業、関係機関に

よるセミナーを計２３回実施し、延べ９６０人の方が利用するなど、今後とも更なる充実

を期待します。 

「生涯学習グループ活動支援事業」では、昨年度より１団体の増加となりましたが、今

後も利用しやすい地域住民の活動拠点として、貢献していただきたいと思います。 

 

＜歴史資料館事業＞ 

歴史資料館を拠点に、地域の歴史や文化について学び、体験する機会の提供と文化財保

護意識の向上を図るため、限られた題材等の中で今回も様々な工夫をこらした事業等の展

開を進め、着実に来館者の増加に繋がって来ていることについて評価いたします。 
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今後も文化財の保護と活用の啓発を図り、資料館所蔵資料や地域の文化財を積極的に活

用した事業の展開を行っていくことに期待します。 
 
＜老人福祉センター＞ 

 主催事業や各種講座等を実施しており、年間の利用者数は１，８０３人で、前年度より

３２１人の減少しておりますが、老人福祉センターの事業においては、高齢者の健康増進

が望まれている中、今後も高齢者の生きがいづくり、交流の場として利用者に寄り添った

事業づくりが図れるようお願いいたします。 
 
 

令和６年１２月 

学 識 経 験 者  

元七ヶ浜町教育委員 

                         鈴 木 由 佳 莉 
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